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～　新年のご挨拶　～　病院管理者　武冨 章

 明けましておめでとうございます。 

 皆様には、さわやかな新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。また、

昨年中、当院に賜りました数々のご厚情とご支援に対しまして、職員一同心より

御礼申し上げます。 

 昨年の東日本大震災に際しては、当院からも宮城県女川町に職員を継続的に派

遣致しました。3月から9月にかけて、女川の医療支援に若干の貢献ができたも

のと思います。 
 さて、当院では平成27年度の新病棟オープンに向けて、現在、基本設計に取り組んでいます。病床面積

を増加し、リハビリテーション機能を強化することにより、10年後、20年後の超高齢社会に対処できる

病院をつくりたいと思います。新病院においては救急部門の充実も目標の1つです。このような診療体制の

充実のためには、医師、看護師等の医療スタッフの増員がぜひ必要となります。当院では、地域の中で医

療従事者が研鑚を積み、育っていくという体制づくりを行っています。お知り合いの方で当院への就職を

お考えの方がいらっしゃるなら、ご紹介くださいますようお願いします。 

 患者の皆様や地域の方々、開業医の先生方からのご意見を真摯に受け止めて、全職員が良質な医療を提

供できるように努力していきますので、今年も、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げまして、新年

のご挨拶とさせていただきます。 

                                                                                                                           平成24年1月 



放射線と発癌リスク             副院長 白水 康司 

 宇宙飛行士の古川聡さんが5ヵ月半の宇宙滞在中に浴びた放射線量は100～

150ミリシーベルト、地上生活で浴びる自然放射線の100年分だそうです。こ

う聞くと古川さんが癌になるのではないかと心配する人がいるかもしれません

が、本当に放射線で癌が増えるのでしょうか？確かに、短期間に多量の放射線

を浴びると骨髄にある血液を作る細胞が壊れたり、放射線が原因で白血病や癌

になったりすることがありますが、放射線の量が少なくなると、影響はずっと

小さくなります。広島・長崎の原爆被爆者の追跡調査によると、浴びた放射線

量に比例して一生の間に癌になる確率（発癌リスク）が増える傾向がみられる

ものの、影響が出るのは概ね20年以上たってからで、影響の大きさも200 

ミリシーベルトで1.1倍程度、野菜不足や塩分の摂りすぎの影響とほぼ同程度です。これは原爆のように一

瞬で浴びた場合の話ですが、同じ量を5ヵ月半かけてじわじわ浴びた場合は体への影響がさらに小さくなり

ます。これらの知見を総合すると、5ヵ月半の宇宙滞在による発癌リスクの上昇はほとんどゼロに近いもの

と考えられます。ちなみに福島の方々についても同様のことが言えます。 

それでは古川さんは癌にならないのかというと、そうではありません。最近の統計では、放射線と関係な

く、日本人の半数近く、およそ２人にひとりが一生の間に１回以上癌になるそうです。古川さんも例外で

はありません。発癌リスクは40～50歳から少しずつ増え始め、高齢になるほど大きくなります。早く発

見すれば治る癌もたくさんあります。必要以上に放射線を怖がるよりも、癌の早期発見、早期治療に努め

ましょう。 

クリスマスコンサート 
                     医療サービス向上推進委員会 鈴木 徹 

 飯塚市立病院が開設して以来、４年目にして初めて当院でクリ

スマスコンサートを開催しました。１２月１２日、リハビリ運動

療法室にて開催されましたが、患者さま７０人、職員４１人が参

加し、すごく心温まる素敵なコンサートとなりました。 

初めてということもあり、手探りの状況で１０月より準備を進め

てきました。 

 どのような演奏が患者さまに好まれるか？演奏者を誰にお願い

するか？観客となる多くの患者さまをどうやって誘導・搬送する

か？演奏時間は？等々・・・ 

 そのような中、以前当院に入院をされていた永富弘規、治子ご

夫妻がマンドリンとキーボードの二重奏でボランティアによる演

奏会を老人保健施設や公民館等を回られて行っていらっしゃるこ

とを耳にし、すぐさま永富ご夫妻に当院での演奏をお願いしまし

た。永富ご夫妻には快く演奏会の出演を承諾して頂き、今回のク

リスマスコンサートを開催する運びとなりました。 

 演奏会では「聖夜」や「ホワイトクリスマス」といったクリスマスソングをはじめ、「春の小川」、

「ふるさと」、「瀬戸の花嫁」といった患者さまにとってすごく懐かしい童謡や歌、計９曲が演奏されま

した。 

 マンドリンとキーボードの柔らかく優しい音色が響く中、自然と患者さまと職員からも歌声が聞こえ、

参加者全員での合唱となりました。 

体を揺らし、楽しそうに歌われる患者さまや、昔を懐かしみ涙を流される患者さまもいて、参加者それぞ

れが楽しめた素晴らしいコンサートだったと思います。 

 演奏終了後の大きな大きな拍手と「よかったよかった」と感動して下さる患者さまの声を聞き、歌の素

晴らしさを痛感しました。 

クリスマスコンサートが無事に終了し、何より患者さまに喜んで頂いたこと、この場をお借りして永富ご

夫妻にお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

 来年もみなさんに喜んで頂けるようなクリスマスコンサートを企画していきたいと思いますので、是非

皆さんもご参加ください。 



マイコプラズマ肺炎って何？   

                             内科部長 出口 智弘 

 当院に発熱で入院されている患者様の多くは肺炎や尿路感染症で、肺炎では誤

嚥性肺炎が多いのですが、今日はテーマのマイコプラズマ肺炎も時々あります。

最近では天皇陛下も愛子様もかかった肺炎として有名になりました。 

 ではマイコプラズマ肺炎ってどんな病気でしょう？マイコプラズマは細菌と

ウィルスの中間に位置する病原体です。以前はオリンピックの年に流行ったので

オリンピック病とも言われました。小児、若年者に多く、季節では夏と秋に流行

り、症状は、発熱で発症し、しつこい乾いた咳が早朝や夜間就寝時に出てくると

いう特徴があります。レントゲン写真では肺の下のほうにくもった影（スリガラ 

ス様陰影）が見られ、診断は血液中の抗体価を測定します。予後は良好です

が、まれに心筋炎や中耳炎、髄膜炎多型紅斑（皮膚）、血小板減少などが見

られます。治療はペニシリンなどは効きませんが効く抗生剤がありますので

それを内服していただきます。 

 予防は手洗いとうがいです。今年の冬は寒くなりそうです。マイコプラズ

マ肺炎に限らず予防が大切です。手洗い、うがいは毎日行いましょう。 

ふんころがし      ふんころがし代表 山辺 愛志 

 現在、飯塚市立病院の２階廊下に透明水彩

絵の具で描いた風景画を展示させていただい

ている「ふんころがし」グループです。 

 グループの創立は２０００年で、今年１１

年目になります。グループの会員は筑豊地区

に住む６０～８０歳代の男女２６名で構成さ

れています。グループ名称である「ふんころ

がし」は“玉おし黄金虫”と呼ばれ、『ファ

ーブル昆虫記』の最初に出てくる甲虫です。

日本でもその仲間が１６０種類いると言われ

ていますが、砂漠地方では賢くたくましく生

きてゆく姿から、エジプトでは“創造神” 

として、ツタンカーメンや王室の紋章にも使われています。 

 私たちは、主に屋外で年間７０回ほど風景画を描いており、参

加者は弁当持参で楽しく描いています。屋外写生に適さない冬と

夏の時期は、静物画や人物画も描いています。また、年に２回は

他県に一泊旅行をして、集中制作をするとともに、会員間の親睦

を深めています。会の創設時のモットー「講師を置かず、個性を

出し合って風景画を切磋琢磨して描く」を今日も大事に守り、活

動しています。 

 グループ展は春と秋の２回行い、毎回４０～５０点出品し、ご

好評を頂いております。今年の春は飯塚商店街にあるギャラリー

紅椿で、秋は桂川町王塚装飾古墳館で開催させて頂きました。 

また、飯塚市立病院以外でも特別養護老人ホーム天空の杜、大里酒造などでも作品を常設展示させて頂き、

患者さんや職員の皆さんにひとときの心の癒しになればと願って活動を続けております。 

 飯塚市立病院は我々仲間が信頼を寄せて治療して頂いている病院です。そこで作品を展示させて頂き、

とても感謝しています。もっと努力を続け、皆さんに喜ばれる作品を描こうと意欲を高めております。 

 



診療科 診察室 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 派遣医師 (新患)園田　知丈 派遣医師 派遣医師 栗原　隆二

2 園田 知丈 栗原 隆二 (新患)栗原　隆二 (新患)栗原　隆二 福間　道雄

3 (新患)西田 紗季 武冨　章 武冨　章 西田 紗季 (新患)西田 紗季

4 鍵山　裕 鍵山　裕 派遣医師 鍵山　裕

5 古賀　康秀 循環器専門医 古賀　康秀 循環器専門医 古賀　康秀

6 西嶌　慎二 平井 敬佑(隔週) 西嶌　慎二

7 出口　智弘 園田　知丈 出口　智弘

8 中島　信治(塵肺)

午前 8:20-11:30 1 牟田　広実 牟田　広実 牟田　広実 牟田　広実

午後 14:30-16:00 1 牟田　広実 牟田　広実 牟田　広実 牟田　広実

1 今村　真大 野口　純也

2 古川　哲 古川　哲 岡部　正之 兒玉　孝仁 岡部　正之

3 日野　東洋 野口　純也 吉田　純 吉田　純 日野　東洋

西尾　謙吾 西尾　謙吾 舌間 寛士(第1,3,5週) 西尾　謙吾 舌間　寛士

派遣医師(第2,4週)

2 吉田　拓也 吉田　拓也 吉田　拓也(第2,4週) 舌間　寛士 清田　光一

3 清田　光一

派遣医師(第２,４週)

（脊椎・脊髄外来）

2 田丸　幸一 田丸　幸一 田丸　幸一

3 吉田　拓也 吉田　拓也

午前 8:20-11:30 1  派遣医師

午後 14:00-16:00 1 派遣医師

1 市川　竜太郎 市川　竜太郎 市川　竜太郎 市川　竜太郎 市川　竜太郎

2 佐々木　誉詩子 佐々木　誉詩子 佐々木　誉詩子 佐々木　誉詩子

泌尿器科 午後 13:00-15:00 1 派遣医師 派遣医師 多田　勝

1 佐藤　渉 佐藤　渉 佐藤　渉 佐藤　渉

2 西尾　陽子 西尾　陽子 西尾　陽子 西尾　陽子 西尾　陽子

3 吉澤　良子 吉澤　良子 吉澤　良子 吉澤　良子

1 派遣医師 派遣医師 派遣医師

2 朝信　輝樹 朝信　輝樹 朝信　輝樹 朝信　輝樹 朝信　輝樹

午後 13:00-15:30 2 朝信　輝樹 朝信　輝樹 朝信　輝樹

リハ科 午前 8:20-11:30 1 武冨　章

　　 

飯塚市立病院外来担当表
2012年1月1日現在

受付時間

内　　科 午前 8:20-11:30

当直医1名
以外に

交代で1名
（計2名）

小児科

外　　科 午前 8:20-11:30 交代で1名

整形外科

午前 8:20-11:30

1

午後 13:00-14:30

1

※小児科の午後診察は、市の健診や予防接種に出務のため不在の場合がありますので、事前にお電話でお問い合わせ下さい。

眼　　科 午前 8:20-11:30

脳神経外科

皮膚科 午前 8:20-11:30

※木曜日の泌尿器科の午後診察の受付は、13:30-15:00です。

※整形外科（水曜日のみ）の初診患者様の受付は、8:20-10:30です。

※休診日：土曜日午後・日曜日・祝日・12月29日～1月3日（年末・年始のため）

※面会時間：月～金曜日/13:00～19:00、土・日・祝日/11:00～19:00

※毎月第１水曜日の眼科 西尾医師の診察は休診となります。但し、第１水曜日が祝日の場合は、第２水曜日が休診となります。

耳鼻咽喉科
午前 8:20-11:30

※医師の予定は、都合により変更があります。（ご不明な点は各科診療窓口へご確認ください。）

雇用形態：正職員、臨時職員  

年齢条件：60歳未満 

 飯塚市立病院は“優しい心、深い知識、確

かな技術”をもって患者様本位のあたたかい

医療を提供し、市民の皆様に愛され親しまれ、

信頼される病院をめざしています。看護師と

してあなたも一緒に参加しませんか？ 
 

看護部 平田 ひろみ看護部長  

■看護師募集（新卒・中途） 

※詳細は、0948-22-2980 

 (内線422)総務課 

 宮崎までご連絡ください。 


